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１ はじめに 

数十年に一度の大雨等が毎年のように発生している昨今、京都府の最北端に位置する丹

後地域内で災害等により起こった畜産被害に対して、家畜保健衛生所としてどのように向

き合ってきたのかを振り返りました。 

過去５年間をみてみると、表

１で示すとおり、広範囲に大規

模被害が及んだのは平成２９年

９月の台風１８号の際でした。

翌３０年７月には記録的な大雨

により丹後地域の交通、物流の

要である国道１７８号、１７６

号、京都縦貫自動車道いずれも

が通行止めとなって、丹後地域

は２日の間、陸の孤島と化しま

した。ここ数年はみられません

が、冬期には大雪による被害が

あり、一方で夏期には暑熱被害も毎年あり、季節外れの突風による被害や獣害もあります。 

これらの被害により、畜舎等の倒壊や破損、畜舎内への浸水等が生じて飼養環境や飼養

衛生管理状況が破綻した場合、家畜の伝染性疾病等の発生リスクも高まり、家畜の健康、

生命さらには畜産経営に甚大な影響を及ぼすことが想定されます。 

そこで、家畜の健康、生命、畜産経営を守るために家畜保健衛生所としてこれまでどの

ように取り組んできたかについてとりまとめました。 

 

２ 材料及び方法 

（１） 丹後の地域的特性と畜産被害リスクについて 

 丹後地域は低い山地と小起

伏面が入り組んでおり、「落

山」や「クズレ」などの地名

があるように元々地滑りの多

い地域と言われています。ま

た、図２で示すように竹野川、

野田川など主だった河川に沿

って海抜数メートルの低地が

広く分布しています。図３で

示すとおり畜産農家は山沿

い、山間部、平野部それぞれ 



の地域に点在しており、浸水、

土砂いずれかによる被害リス

クが想定されます。気候に関

しても図３で示すとおり特徴

的な日本海気候であるため、

冬期に大雪がある一方で夏

期、特にフェーン現象を伴っ

た際の急激な高温による被害

リスクも抱えています。 

 

 

 

  

（２）被害に備えた取組 

ア ハザードマップの活用 

 災害への備えの第一歩は情

勢を把握することとして、行

政、民間様々な防災関連ツー

ルがあることから、この中か

ら丹後地域の畜産農家の情勢

把握に適したツールをピック

アップし活用することとしま

した。 

一例として図４で示すとお

り市町が作成し公表している

ハザードマップを実際の畜産

農家の所在地と照合して、浸  

水、土砂等の起こりうるリスク評価を予め行いました。また、浸水リスクが

想定される場合には隣接する河川の氾濫については図５で示すとおり河川防災 



カメラを活用して危険を伴わず

して職場や自宅でタイムリーに

情勢を把握することとしまし

た。 

個々の農場で照合した結果、

図６で示すとおり養鶏農家の多

くは河川に隣接する低地に所在

していることから浸水リスクが

あり、また、図７で示すとおり 

酪農や肉用牛農家のいくつかは

山沿いや山間部に所在している

ことから土砂警戒区域等に該当 

しているケースがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図８で示すとおり丹後地域の全ての畜産農家をプロットした地図にハザード

マップと照合して被害リスクを評価したところ、肉用牛農家２戸、酪農１戸、

採卵鶏農家３戸と全体の２０％強が浸水被害リスクに該当し、肉用牛農家８戸、

酪農１戸の全体の３１％が土砂被害リスクに該当し、合わせて５０％の畜産農

家でいずれかの被害リスクを抱えていることが判りました。これにライフライ

ン等の２次被害が重なって、搾乳や集乳が停止するなどによる酪農への影響、 



給餌や換気の停止による肉用鶏

農場への影響も加えると７０％

を超える畜産農家で被害リスク

があることとなりました。 

 イ 被害が想定される場合の

情報収集と分析 

台風や大雨による影響が想定

される場合は降雨情報、河川水

位情報、気象情報等を活用して

個々の畜産農家における浸水、

土砂被害が起こる可能性が高い

かの短期的な分析を行い、また、

気象庁の農業気象ポータルサイトも常時活用し、台風や大雨以外にも直近から３

か月予報等で高温または大雪の影響等の情報収集や農林水産省、環境省等からの

通知分等も引用しながら暑熱被害、降雪被害が起こる可能性が高いかの中長期的

な分析を行います。  

 これらの分析に基づいて全て

の畜産農家を対象に表２及び図

９で示すとおり「家畜衛生情報」

を緊急時にはファックスによ

り、緊急でない場合には郵送や

巡回、往診等による農場への立

入時の際に直接手渡して、注意

喚起と被害発生予防の啓発を行

っています。 

 

  

丹後地域では冬期の大雪被害を想定した情報把握も必要となります。この情報

を把握するツールとして、図１０で示すとおり一つは積雪観測所データ、これに

路面状況も把握するための図１１で示すとおり道路状況提供システムも合わせ 



て、畜産農家近辺の積雪状況、

農家巡回や家畜診療で安全に往

診できるかも含めてタイムリー

に情勢を把握することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ウ 関係機関との連携 

 被害が発生した際には家畜保健衛生

所単独では対応できる範囲は限られま

す。このため、図１２で示すとおり平

時から地域の関係機関等と連携体制を

組み、畜産農家で被害が生じた際にも

必要な支援や協力を得られるよう、地

域の関係機関が主催する防災訓練等へ

も積極的に参加もしています。 

 

 

 

３ 結果 

（１） 情報収集と初動対応 

異常気象等が発生し、災害等による被害が想定される段階になった時点で、表

３で示すとおりそれぞれの畜産農家で想定される被害リスク、河川水位ポイント、 



道路情報ポイント、積雪観測

ポイント等の監視に入り。ま

た、現地に赴く場合も想定し、

特に冬期においては予め積雪

観測所データと経路を通れる

マップの確認を行います。 

災害等による被害が現実の

ものとなった場合には農家か

らの連絡、またはこちらから

連絡をして安否確認の上、飼

養環境や飼養衛生管理状況が

破綻して伝染性疾病の発生が

危惧される場合の対応の準備に取り掛かります。 

（２）畜産被害事例 

  ア 土砂災害による被害 

    時期：平成２９年９月      

原因：台風１８号が９月 

１７日未明に丹後 

半島近くを通過。   

１７日の総降水量 

が宮津市で 

１７３．５ｍｍ 

（観測史上３位） 

を記録 

    状況：山沿いに所在する  

牛舎への裏山から  

の土石流 

    被害：牛舎内への土石流、牛舎壁面や窓を破壊、牛差内に保管していた農業

用機械は破損し、同じく保管していたＷＣＳが浮遊し散乱した 

       飼養していた牛は畜主が膝上まで達する流水の中、救助して無事 

  イ 大雨・浸水による被害 

  （ア）ケース１       

    時期：平成２９年９月  

    原因：台風１８号が９ 

       月１７日未明に 

丹後半島近くを 

通過 

状況：堤防が決壊し、 

河川の水が鶏舎   

に流入 



    被害：鶏舎内への浸水、水が引いた後には河川からの泥が大量に滞留した 

  （イ）ケース２ 

時期：平成３０年７月 

    原因：６日～７日に渡る長時間の降雨 

６日の総降水量が宮津市で１８１ｍｍ（観測史上１位）、７日が１５９

ｍｍ（同８位）を記録 

    状況：河川に隣接する鶏舎や飼料作畑へ氾濫水位を超えて河川の水が流入 

    被害：鶏舎内への浸水、作付けした飼料が全滅した 

ウ 大雪による被害      

（ア） ケース１ 

時期：平成２９年２月 

    原因：１０日～１８日

に渡る降雪で丹

後地域の平野部

で５０ｃｍ、山

沿いで１ｍを超

える積雪 

    状況：築４０年を超え

老朽化が進んだ

鶏舎のモニター

屋根の積雪が直

下の屋根に落雪した 

    被害：屋根の複数箇所に大穴を空け、鶏舎内が露天に晒された 

  （イ）ケース２ 

時期：平成３０年１月～２月 

    原因：１か月以上の長期間に渡る降雪 

    状況：断続的に降雪が続いたことで、除雪作業も進まない中、畜舎周囲が完

全に雪で埋まった 

    被害：畜舎周囲の積雪は窓硝子や出入り口扉を外側から圧迫し、内側へ雪崩

込んだことで破損。他、パイプハウス構造の堆肥舎や資材倉庫が押し

つぶされた 

  エ 暑熱による被害 

    時期：毎年７月下旬から８月 

    原因：梅雨明け後の急激な高温化、フェーン現象 

    状況：丹後地域の肉用鶏農場はお盆前の出荷に向けて、成長がピークを迎え

る時期と重なり、フェーン現象など極端な気温上昇等で換気等の管理

が追いつかなかった場合に被害が発生する 

    被害：出荷を目前とした鶏群で数％～十数％が死亡する事態が度々発生 
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  オ 突風による被害 

    時期：平成３０年１２月 

原因：丹後地域で１０月 

～１１月末にみら 

れる南西または西  

から吹く「うら 

にし」と呼ばれる 

重く湿った突風に 

よると推察 

状況：被害のあった農場は南西以外すべて山に囲まれ、「うらにし」による南

西からの突風が唯一吹き込む地形であった 

被害：吹き込みにより、牛舎出入口のシャッター牛舎内側に捲れ上がった他、

隣接して設置してあったビニールハウスの屋根が内側から破損した 

  カ 獣による被害 

    時期：平成２８年１０月 

原因：ツキノワグマによ 

ると推察 

状況：住宅街から２００ 

ｍほど離れた場所 

に立地する２００ 

羽規模の鶏舎に 

おいて、金網を外側

から破って鶏舎内

に侵入、１０数羽を

殺害して、別の場所

の金網を内側から破って逃走、裏山に向かって点々と数羽ずつ鶏の死体

を落とした形跡があった 

被害：鶏舎の破損と鶏数十羽の損失 



（２） 畜産被害発生後の対応 

ア 飼養環境、飼養衛生管理状況の復旧 

被害が発生した場合には、最悪の場合は家畜の生命の危機に及び、一時的な

生命の危機を脱したとしても飼養環境の悪化から、これが継続した場合には、

結果として生命の危機に及ぶこととなります。また、悪化した飼養環境は飼養

衛生管理状況の破綻を伴い、飼養している家畜で一般疾病や伝染性疾病が発生

する可能性が高まります。このため、初期段階での迅速な応急処置を行う必要

があり、続いて本格的な復旧作業へと進めることになります。 

（ア） 土石流と浸水の被害のあった牛舎 

   現地とそこまでに至  

る経路の安全を確認し 

た上で、可能な範囲で 

早期に現地の状況確認 

に向かいました。先ず  

は被害のあった牛舎か 

ら家畜を安全な場所へ  

移動していることと家  

畜に臨床上異常が無い 

ことの確認を行い、続 

いて被害のあった場所及びその周辺の状況確認を行いました。このケースで 

は復旧するまでは空舎とすることとなったため、早急に何らからの対応はせ 

ず、一定、復旧の目処が立つまで待つこととしました。復旧の目処が立った 

後に、図１９で示すとおり畜主と協力して牛舎内の清掃、消毒を行い、家畜 

の収容の準備を進めました。 

（イ） 落雪で屋根の破損があった鶏舎 

     このケースでは被害の 

あった鶏舎から飼養して  

いる鶏を他に移動するこ 

とも不可能であったこと 

から、直ちに現地の状況 

確認した上で、早急な飼 

養環境の回復と飼養衛生管理状況の確保が必要となりました。被害のあった 

鶏舎が高床式鶏舎であったことから、当初は業者へ補修を委託することを考 

えました。しかし、現地の積雪の状況等もあって重機の侵入もできず、補修

を担ってくれる業者は見つかりませんでした。このため、府及び市の関係機

関へ応援を要請し、図２０で示すとおり人海戦術により破損した屋根の緊急

的な応急処置を施しました。畜主には鶏舎外側から防鳥ネットの補強をして

もらい、雪解けを待つこととなりました。ただし、一度は飼養衛生管理状況

が破綻したこともあり、応急処置から１週間の間は毎日立入を実施し、飼養

されている鶏の臨床検査を行い、異常の有無の確認も行っています。 



イ 農業者等普及支援事業等を活用した早期復旧に向けた伴走支援 

被害の程度にもよりますが、事業等も有効活用して、次に同様の災害等にあ

っても耐えうるよう、被害前より強靱な修復を施すに至るまで伴走支援を行い

ました。 

（ア） 土石流と浸水の被害の合った牛舎 

           

                                                                                                                       

       

 

 

 

（イ） 突風被害のあったビニールハウス 

  

 

 

 

 

 

（ウ）獣による被害のあった鶏舎 

  

 

 

 

 

 

４ 考察 

（１） 現在～今後想定される災害等への取組 

 表４で示すとおり丹後地

域における高温、降水量デ

ータを過去５年間で見て

も、観測史上１位を含めて

上位を占めており、ここ数

年間、高温による暑熱被害、

大雨または台風による浸水

や土砂災害のリスクが非常

に高い状況にあることが判

ります。また、図２４で示

すとおり丹後地域ではさら

に冬期の大雪があり、年末 

年始も含めて閉庁日に限ってそのような大雪となることも多く、丹後家畜保健 



衛生所では家畜診療業務を行

っている関係から、平日、閉

庁日いずれの場合も職員単独

で往診に赴くこともあり、雪

道での事故等もリスクとして

想定しておく必要がありま

す。さらには大雪等で道路状

況が厳しい中、万一、高病原

性鳥インフルエンザなどが発

生した際の地域での初動体

制、丹後以外の地域からの応

援体制が整うか等に関しても  

地域での例年の課題として関係者間では挙がっているところです。 

（２） 新型コロナウイルス感染症 

   直接的な災害ではありま 

せんが、昨今の新型コロナ  

ウイルス感染症に関しては 

畜産農家の畜主またはその 

家族、従業員等が感染した 

場合には家畜の管理等がで 

きなくなることも想定され 

ます。最初の緊急事態宣言 

が発令されて以降１年以上経過して、現状をどのように捉えているか、各畜種の 

畜産農家を対象にアンケート調査を行いました。これまでに丹後地域の畜産農家 

関係者で幸い感染者が出ていないこともあって、表５に示すとおり日々、漠とし 

た不安の中、感染したら経営が終わる。またはそのようになることを今は考えた 

くないとしながらも意識して予防対策をしているという調査結果となりました。 

（３） まとめ 

丹後地域の畜産農家が抱える被害リスク、農家の点在化、高齢化、孤立は従来

以上に被害を想定した備えと心づもりが必要となります。そのためには防災関係

のツールをフルに活用して、迅速かつ効果的に情勢を把握し、初動対応に繋げる

必要があり、可能な範囲でできるだけ早期に現地確認を行い、現場の状況を関係

機関間で共有が重要と考えられます。合わせて家畜保健衛生所としては被害が生

じた際の家畜の伝染性疾病の発生を予防するために飼養環境と飼養衛生管理状況

を速やかに復旧させること、特に被害が生じてから応急処置的にも一定レベルま

で復旧できるかがその後の本格的な復旧にかかっていると捉えています。本格的

な復旧に際しては関係機関等と協力しながら、被害前より強靱な形で復旧させる

ことで、畜産業の安定的な経営に繋げられるよう、今後も努めていきたいと思い

ます。 
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